
かたらんね
２０２3 秋号 (vol.６３）

医療法人徳洲会 長崎北徳洲会病院

電話 095-813-5800(代表）　FAX 095-813-5880　　所在地 〒851-2131 長崎県西彼杵郡長与町北陽台 1 丁目 5 番 1
医療法人 徳洲会の理念　「生命を安心して預けられる病院」　「健康と生活を守る病院」

広報誌
医療法人 徳洲会

長崎北徳洲会病院
Nagasakikita  Tokushukai  Hospital

『 在宅医療に携わって』　訪問診療担当 佐野医師

訪問看護のご紹介

スポーツリハビリ外来 インタビュー

T O P I C S Instagram
Follow Me！

ス ポ ーツリハビリ外 来共 に 歩 ん だ
リハビリの
軌 跡 ケ ガ か ら の ス ポ ー ツ 競 技 復 帰 に 向 け て

Q. リハビリ開始時点ではどんな気持ちでしたか？

Q. セラピストは競技復帰に向けてどう取り組みましたか？

患 者 様
( 男子高校生 )

セラピ スト

患者様は水球部に所属する男子高校生。2023 年 4 月に “腰椎” 分離滑り症の診断にて
リハビリが開始されました。今回は患者様･保護者･セラピストからそれぞれ話を伺いました。

なんの心配もなく、しっかり競技復帰する事ができるか不安でした。

Q. 競技復帰している現時点での気持ちを聞かせてください。

Q. 患者様のご両親に質問です。お子さんが怪我をされて、
　 リハビリに対して、のように考えられていましたか？

患 者 様
( 男子高校生 )

保 護 者

リハビリと水球の両立ができ、競技前と後のストレッチが習慣化しているため、
良いコンディションで競技を行えているので、嬉しいです。

息子は試合に出たいので、痛みを堪えながらプレーしていた。
そんな中スポーツリハ外来を利用して、自分の身体のことを相談
できる相手ができた事が良かった。リハビリのスタッフが顧問の
先生と直接連絡を取りながら、競技復帰までサポートしてもらえて
助かりました。

まずは対話する事を心がけています。選手の不安や憤りなどを聞きながら、
ケガによってできない事ではなく、怪我していてもできる事に目を向け、
それを共有する事を意識しています。その中で、痛みに繋がる運動の修正
や競技特性を考慮した筋力トレーニングを行っていきました。

通所リハビリ利用者様＆ひまわり保育園 合同お芋ほり

スポーツリハビリ
詳しくは当院 HP を

ご覧ください



在 宅 医 療 に 携 わ っ て

訪
問
診
療

記事  訪問診療担当医 　佐野 泰二

訪 問 看 護

長崎北徳洲会病院には、介護保険でご利用頂くサービスがあります。
① 通所リハビリ　② 訪問リハビリ　③ 訪問看護　④ 訪問診療・居宅療養管理指導　⑤ 訪問介護　⑥ 居宅介護支援

以上６つの事業所です。それぞれのサービス内容や事業所の特徴について、順次ご紹介していきます。

長崎北徳洲会介護センターのご紹介

訪問看護のご利用方法

こんな時は

サービスをご検討ください

24時間 365日訪問看護対応しています

お問い合わせは徳洲会介護センターまで　 ☎ 095-813-5870( 受付時間 8 時～１７時 )

病気が見つかった。
この先不安だなぁ・・・

薬がいっぱいで
間違えないか心配。

住み慣れた家で
過ごしたいな・・・

最近、よく
入院するなぁ・・・

・介護保険を持たれている方は担当ケアマネージャーへご相談をお願いします。
・介護保険未申請の場合は、かかりつけ医へご相談をお願いします。
　当院がかかりつけでない場合でもいつでもご相談下さい。

看護師がご自宅までお伺いし、在宅療養をお手伝いします！

・ 介 護 保 険 を 持 た れて い る 方 は 担 当 ケ ア マ ネ ー ジャー へ ご 相 談 を お 願 いしま す。

・ 介 護 保 険 未 申 請 の 場 合 は 、 か かりつ け 医 へ ご 相 談 を お 願 いしま す。
  当 院 が か かりつ け で な い 場 合 で も い つ で もご 相 談 下 さい 。
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